


　新さっぽろ駅周辺地区は、昭和40 年代の札幌市の急激な人口増加によって、一点集中型の都市構
造による大気汚染や交通渋滞などの弊害が顕著になったことから、多核心的都市構造へ誘導するため
に、昭和46 年（1971 年）に ｢札幌市長期総合計画｣で「副都心」として位置付けられました。
　それを受け、昭和47 年（1972 年）に「厚別副都心開発基本計画」を策定し、昭和49 年（1974 年）に
「㈱札幌副都心開発公社」を設立しました。以降、ＪＲ･地下鉄･バスターミナルなどによる一大交通結
節点として、また、江別市や北広島市などを後背圏にもつ生活拠点として、公共施設や商業･ 業務機能
の集積が順調に進められました。
　しかし、長引く不況により未だ開発可能な暫定利用地が存在し、加えて少子高齢化が社会問題化す
るなど、当地区におけるまちづくりには、未だに懸念事項が存在しています。
　そのような中、札幌市では、平成25 年度（2013 年度）に「札幌市まちづくり戦略ビジョン」を策定し、
同地区を「地域交流拠点」として位置付け、「都心機能の一翼を担う先導的な拠点であり、重点的なまち
づくりを推進する地区」としました。
　また、同地区には、市営住宅建て替えによる余剰地が発生することとなり、当該余剰地の望ましい利
活用方法などを検討する必要があります。
　そのような背景のもと、地域交流拠点としての役割や、当地区及び当地区が含まれる厚別区、ひいて
は札幌市の発展に向け、周辺との一体的なまちづくりを目指し、「新さっぽろ駅周辺地区」のまちづくり
計画を策定することとしました。

❶ 位置付け
　本計画は、新さっぽろ駅周辺地区
における今後のまちづくりの方向性
を示すものです。
　なお、計画の策定にあたっては、札
幌市まちづくり戦略ビジョンをはじ
め、まちづくりに関する上位計画に即
した内容にするとともに、その他関連
計画、及び過去に同地区において策
定された計画等を考慮して策定いた
しました。

・・・・・・・・・・ 計 画 策 定 の 背 景

札幌市長期総合計画
（昭和46年度）

厚別副都心開発基本計画
（昭和47年度）

札幌市まちづくり戦略ビジョン
（平成25年度）

新さっぽろ駅周辺地区まちづくり計画
（平成26年度）

札幌市都市計画マスタープラン、札幌市
エネルギービジョンなどの上位計画
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札幌市まちづくり戦略ビジョンが示す
地域交流拠点としての「新さっぽろ駅周辺地区」エリア
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　当地区では、地下鉄始発駅（ゲートウェイ拠点）として重点的な整備を進めるべく、市営住宅余
剰地の利活用を中心に、以下の点に留意してまちづくりを進める必要があります。
●周 辺 地 域 なども意 識した商 業 機 能の充 実や、超 高 齢 社 会に対応した健 康･ 福 祉 産 業を始め

とする高度な業 務機 能の集 積などの推 進
●地下鉄･ＪＲ･ バスネットワークなど、充 実した公共 交 通 機 関の 結 節点として、江 別市や北 広

島市などの広大な後背圏の生 活を支える拠 点としてのまちづくりの推 進
●北 海 道 開 拓の 村や周 辺市における文化・教 育 機 能の集 積 などを意 識したゲートウェイ拠 点

としてのまちづくりの推 進
●地下鉄コンコースを中心とした歩 行 者ネットワークの充実と地下鉄の利用促 進
●既存の熱 供 給ネットワークを活用した低炭素型のまちづくりの検 討

【まちづくりの視点】
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❷ まちづくり重点エリア
　以下に示すエリアは、厚別副都心開発基本計画から特に重点的に機能集積が図られたエリア
であり、現在は区役所･ 区民センターや体育館など、公共施設が計画的に配置されています。
　また、市営住宅余剰地Ｇ･Ⅰが発生することや、開発可能な暫定利用地Ａ･Ｂ･ Ｃ（㈱札幌副都
心開発公社が所有する暫定駐車場）が存在することから、まちづくりを進める上で特に重要なエ
リアとして検討します。

❸ 計画期間
　平成27 年度（2015 年度）から平成36 年度（2024 年度）までの10 年間とします。
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　厚別区は、平成元年（1989 年）に白石区から分区したことにより誕生しました。
　昭和30 年代からの札幌市における人口増加を受けて、市営住宅団地など、大規模な団地造成
により開発された地域です。札幌市の東端に位置し、江別市や北広島市と隣接しています。
　この３市にまたがる形で、道立公園である「野幌森林公園」（およそ2,000ha）があり、豊かな
自然が広がるほか、公園に隣接して「札幌テクノパーク」があり、道内でも有数のＩＴ関連企業の
集積拠点としての顔も持ちあわせています。
　さらに、「北海道百年記念塔」や「北海道開拓の村」、「青少年科学館」があるなど、幅広い世代
の貴重な学びの場となっています。
　また、札幌市の東部の拠点として、昭和46 年（1971 年）に新さっぽろ駅周辺が「副都心」とし
て位置付けられ、商業・業務・文化・医療等の整備が積極的に進められたほか、JR や地下鉄、バス
などの公共交通機関、区役所や区民センターを始めとした公共施設も充実し、魅力あふれた特色
のある区となっています。

❶ 人口推移・少子高齢化の現状
         ●厚別区は、札幌市の中でも少子高齢化が顕著な区の一つ

・・・・・・・・ ま ち づ く り の 現 状

　厚別区は、医療機関や市有施設などが 充実していますが、札幌市の中でも少子高齢化の傾向
が顕著な区の一つです。
　この傾向に歯止めをかけるためには、新さっぽろ駅周辺地区を中心として、子育て機能の強化
や多世代間の交流、地域コミュニティの形成促進などによる居住環境の向上とともに、にぎわい
を創出して交 流 人口を増やし、様々な世代が 魅力を感じるようなまちづくりを進めることなど
が求められます。

現状を踏まえて（厚別区について）

札幌市の人口の見通し

（資料：札幌市、総務省「国勢調査」）

厚別区の人口の見通し
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❷ 主要な施設・機能

❸ 交通機能

　新さっぽろ駅周辺地区は、大規模な商業施設が集積されていながら、ゆとり空間が確保され、
文化･ 教育機能も充実するなど、各種機能がバランスよく存在しています。
　また、札幌市の中でも重要な交 通 結 節点であり、他市と隣 接する地下鉄 始 発 駅であることか
ら、市民のみならず周辺市からの利用も多くなっています。
　今後は、現存する特徴や役割を伸長するとともに、交流人口の増加を目指し、交通結節点の優
位性を生かした集客施設などの機能集積、並びに地区内の回遊性を向上する歩行者ネットワー
クの構築などが求められます。

現状を踏まえて（新さっぽろ駅周辺地区の主な施設・交通機能について）
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❹ 土地利用状況等
（1）エリア内の用途地域

（2）特別用途地区
～公共交通利便性の低い地域での大規模集客施設の立地制限～
　 札 幌 市 では、平成24 年
（2012 年）8 月10 日に告示
された用途地域等の全市見
直しにおいて「歩いて暮らせ
るまちづくり」の一環として、
一般住宅地及び郊外住宅地
のうち、用途地域が近隣商
業地域･ 準工業地域となって
いる地域について、特別用途
地区の新規指定･ 変更を行
うことにより、都心や地下鉄
駅周辺などを除いて、店舗等
の床面積が10,000㎡を超
える大規模集客施設の立地
を制限しました。

大 規模 集客施設とは…
劇 場、映 画 館、演 芸場･ 観 覧 場、店 舗･
飲食店、展示場、遊技場、馬券売り場、
競輪･ 競艇券売り場など、売り場の床
面積の合計が10,000㎡を超える施設
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JR  地下鉄 800m圏内

新さっぽろ駅周辺

2006年（平成18年）以降　建築

2001年（平成13年）ー2005年（平成17年）（築10年以上）

1996年（平成 8 年）ー2000年（平成12年）（築15年以上）

1991年（平成 3 年）ー1995年（平成 7 年）（築20年以上）

1986年（昭和61年）ー1990年（平成 2 年）（築25年以上）

1981年（昭和56年）ー1985年（昭和60年）（築30年以上）

1976年（昭和51年）ー1980年（昭和55年）（築35年以上）

1975年（昭和50年）以前　　　　　　　　（築40年以上）

建築年
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（3）JR・地下鉄を有する近似地区との比較（800m 圏内）
■ 建物用途別現況 

■ 街区形状及び建築年次
●敷地面積の大きな建物が集積されている
　（街区形状が大きい）
●建築年次の近い建物が近接している

　当地区は、商業機能を中心に、大型施設の立地を計画的に進めてきたという特徴が見られます。
　また、建 築 年次の近い建物が 隣 接しており、大 規模な施 設 更 新の時期が一定のサイクルで訪
れる可能性があり、再開発等による大 規模かつ一 体的な建て替えや整 備などが 期待されるとと
もに、大 型 施 設の需要への対応や時 代のニーズに適 応したまちづくりがしやすい環 境であると
言えます。
　また、当地区については公共交通利便性が 高く、地域交 流拠 点として商業などの生活利便 施
設を含む多様な都市 機 能の誘 導を図る地 区であるため、大 規模 集 客施 設の立 地の可能性も含
め、地区の在り方を検討していく必要があります。
　今後、Ｇ団地跡地とⅠ団地跡地の利活用にあたっては、当地区の特徴や役割を意識し、適切な
土地利用計画制度の運用などを検討する必要があります。

現状を踏まえて（新さっぽろ駅周辺地区の用途地域等について）
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・・・・・・・・・ ま ち づ く り 方 針
❶ 基本理念

魅力あふれる新さっぽろ駅周辺地区の再構築
～「にぎわい」と「つながり」のあるまちを目指して～

❷ まちづくり基本方針

❸ まちづくり整備方針
（1）都市機能の集積
●地域交流拠点・地下鉄始発駅としての多様な機能集積
●地下鉄新さっぽろ駅・JR 新札幌駅を中心としたエリアでは、地区の機能集積の核として
　にぎわいや利便性を提供できるような多様な機能集積

（2）歩行者ネットワークの充実
●主要施設の立地状況や歩行者ネットワークの実情を十分考慮した経路の整備
●地下鉄・JR が重層的に配置されていることなどの特徴を踏まえ、人の流れや一体的なまち
　づくりを進めることができる歩行者ネットワークの整備
●機能集積の核となるエリアにおける建築物内の動線確保、各施設間の接続など、公共交通
　とのアクセス性や地区全体の回遊性の向上

（3）低炭素型まちづくりの推進
●札幌市エネルギービジョンに基づい
　た低炭素化の取組による「接続可能
　なまちづくり」の推進

Ⅰ　様々な世代の人々が 楽しく集う「まち」
Ⅱ　たくさんの人が 訪れる、魅力あふれる「まち」
Ⅲ　歩きやすく、わかりやすい、人と地 球にやさしい「まち」
Ⅳ　文化や教育、市民活 動の拠 点となる「まち」

※エネルギービジョンより抜粋（新さっぽろ駅周辺地区における取組の例）

低炭素まちづくりの
取組の視点

コジェネ導入による
エネルギーの効率利用
防災・減災力の強化

低炭素建築物の整備

既存熱供給
ネットワーク
の利用

公共交通の
利用促進

再エネの
面的導入

都市緑化の
推進

余剰地や暫定駐車場の利活用に合わせた、各種取組の選択
によるエネルギー利用効率の向上、防災・減災力の強化
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❹ 踏まえるべき視点
（1）質の高い景観形成
●多様な機能集積の一方で、緑豊かなゆとりある空間、個性とにぎわいが感じられる街並みが
　形成されている特徴を踏まえ、地区の活性化・にぎわいを創出する景観形成を誘導

（2）駐輪場の適切な配置
●安定的な駐輪台数の確保のため、今後開発が見込まれるエリア（市営住宅余剰地や暫定
　駐車場周辺）に含まれる施設容量を、基本的に、現在の位置及びその周辺において維持
●今後のまちづくりの動向に応じた適切な駐輪施設の配置、開発される建築物への組み込み等、
　より良い駐輪環境の確保

 
 



❺ まちづくり重点エリアの方向性
（1）北エリア
　大規模な商業･ 業務機能から身近
な生活利便施設、居住機能まで、幅広
い業態からのニーズが期待されると
ともに、にぎわいをもたらす拠点を形
成できる要素を有していることから、
今後ますます当エリアのもつ役割は
重要性を増していきます。
　そこで、当エリアについては、様々な
機 能 の 集 積 において魅 力を創 出し、
活力あふれるにぎわいのまちを創造
するエリアとします。

（2）南エリア
　札幌市だけでなく、道内から多くの
来訪者をもたらす教育機能が充実し
ているとともに、公園や広場では、お
祭りや各種催しが開催され、厚別区
民だけでなく、周辺市区町村からも多
くの来訪者があるなど、地域のコミュ
ニティ形成に非常に重要な役割を果
たしています。
　緑豊かでゆとりある空間が、当地
区における多様な魅力の創出にも繋
がっています。
　そこで、南エリアについては、引き
続き地域との交流や周辺市区町村と
の 連 携を 促 進し、豊 かな都 市 文化を
創造するエリアとします。
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コンセプト

求められる役割

●商業･業務機能を中心に集積することによる拠点･にぎわい機
能の創出

●公共交通機関近接地に整備されることが望ましい交流機能や
　住居機能の集積などによるコミュニティや利便性の向上

商業･複合･新規開発ゾーン

●商業を中心とし、多様な機能が複合する新規開発を誘導する
●公共交通機関近接のメリットを生かし、様々な機能集積による

にぎわい環境の創出
●スケールメリットを生かし、地域はもとより厚別区全体の活性

化に寄与する

コンセプト

求められる役割

●文化･教育機能を中心に集積することによる都市文化の向上
●住居･商業などを複合化することによる拠点機能の強化･高度

利用の促進
●文化･教育施設を活用し、交流を促進することによるコミュニティ

機能の向上

文化･教育･地域コミュニティゾーン

文化･教育施設を中心とした多様な機能の複合による交流
促進によって区のコミュニティ機能の向上を図る
●文化・教育の地域特性を損なうことなく、さらなるイメージアップ
　に寄与する
●文化・教育の地域特性並びに拠点としての役割を意識した機

能集積を進める
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❻ まちづくりの展開
　まちづくり基本方針及び整備方針、並びに各エリアに求められる役割などを念頭に、地域の活
性化に向けて最大限に寄与することを目指し、市営住宅余剰地の利活用並びに暫定駐車場等の望
まれる利活用について検討を行います。

（1）Ⅰ街区
① 民間活力の導入 ･ 機能集積
　北エリアにおける土地利用のコンセ
プトに基づき、主に地区の交流人口の
増加などを目指した新たな 魅 力 を 創
出するため、商 業 機 能を中 心とした多
様な機能集積を目指します。
　また、公募型プロポーザルによる提
案募集を検討し、周辺環境への影響等
に考慮した機能集積を目指します。

■街区整備の必要性（大街区化等）
　Ⅰ周辺の道路改変等を検討し、近接
するＢ･Ｊとの一体的な活用（大街区化）
を行うことにより、以下のような機能向上を目指します。

　これにより、Ⅰの土地利用としてのポテンシャルを最大限に発揮することができるとともに、
当地区の活性化に向け、最大限に寄与することが可能となります。

　道路の整備に際しては、９号線がⅠの東側に位置
する戸建て住宅やマンションなどに住む方々が利
用されている実態があり、これらの機能を損なわな
いように留意することが必要です。

■土地利用計画制度の適切な運用について
　今後、当地全体として新たに集客性の高い機能
の集積が想定されるため、大街区化や歩行者ネット
ワークの充実など適切な基盤整備について検討し、
多様な機能集積及び高度利用が図られるよう、土地
利用計画制度の適切な運用を検討します。

既存の商業機能に多様性が付加される商業機能
中心となる機能

● 商業･業務･福祉系の機能
● マンションなどの住居機能
● 地域のコミュニティの形成に資する機能　など

集積が望ましい多様な機能の例

● まちの活性化･にぎわいを図ることによる魅力の向上
● 市内外からの来訪者の増加による交流人口の増加
● エリア内の開発可能な暫定利用地や既存施設への波及効果
● 拠点としての機能集積･大型施設需要への対応
● 近隣市区の生活拠点としての機能集積
● 居住人口の増加
● 地域コミュニティへの寄与　など

期待される効果

< 公募型プロポーザルで期待する事項 >

●  Ⅰの 利 便 性 向 上 及び 高 度 利 用･ 機 能 集 積
●  安 全・安心 な 歩 行 者 空 間 の充 実による交 通 結 節 機 能 の 強 化
●  ゆとりとうるおいのある緑 地 や広 場 の 創 出

大街区化の整備イメージ

●５号線：一部廃道し、大街区を形成
●９号線：付け替え及び道路幅員8 ｍから土地
　利用に応じて12 ｍ以上への拡幅を検討
●７号線：道路幅員8 ｍから土地利用に応じて
　12 ｍ以上への拡幅を検 討　※I 隣接部のみ

7号線

9号線

5号線
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② 歩行者ネットワークの整備
　Ⅰは公共交通機関に近接し、今後周辺の開発も見込まれます。そのため、Ⅰ（Ｂ･Ｊ）の開発に
おいては、２階レベルでA･B･Ⅰを結ぶ空中歩廊の整備による既存の歩行者ネットワークとの
接続や、地下鉄コンコースからエレベーター等の接続を行うなど、地下･地上･２階レベルのネッ
トワークを検討します。

③ 公的利用
■「駐輪場の整備」
　現在Ⅰ周辺に整備されている駐輪台数は、引き続きⅠの一部において設置することを基本と
し、まちづくりの動向に応じて適切な設置を検討します。

■ 「ちあふる ･ あつべつ」の整備
　区の子育て支援施設の中心として、アクセス性の高いⅠの複合機能の一つとして整備を検討
します。

（2）G 街区
① 民間活力の導入･ 機能集積
　南エリアにおける土地利用コンセ
プトに基づき、主に地域特性の強化を
目指し、既存の魅力を向上するため、文
化･ 教 育 機 能 を 中 心 とした 多 様 な 機
能 集 積を目指します。
　また、公募型プロポーザルによる提
案募集を検討し、周辺環境への影響等
に考慮した機能集積を目指します。

■土地利用計画制度の適切な運用に
　ついて
　開発コンセプトに基づき、多様な機
能集積及び高度利用が図られるよう、
土地利用計画制度の適切な運用を検
討します。

② 関連整備
■「ふれあい広場」「科学館公園」の整備
　厚別区における地域コミュニティの核となる非常に重要な施設であるとともに、ベンチや噴
水など日常的なにぎわいの創出に寄与しています。
　今後は、これらの魅力をさらに向上させること、及び利用者の安全確保等、更なる利便性の向
上を検討します。

文化･教育機能

例） ● 子どもの教育や生涯学習に資する機能
● 学校やその他の教育的な機能
● 多目的ホールなど地域コミュニティの形成に資する
  機能など

中心となる機能

● 商業･業務･福祉系の機能
● マンションなどの住居機能　など

集積が望ましい多様な機能の例

● 文化･教育イメージの強化による魅力の向上
● 市内外からの来訪者の増加による交流人口の増加
● 地域コミュニティへの寄与
● 周辺居住環境の魅力の向上
● 居住人口の増加　など

期待される効果

< 公募型プロポーザルで期待する事項 >
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●余剰地に求められる役割と期待される効果●

様々な機能の集積において魅力を創出し、活力あふれるにぎわいのまちを創造するエリア

北エリア

コンセプト

〇公共交通機関近接のメリットを生かし、様々な機能集積によるにぎわい環境の創出
〇スケールメリットを生かし、地域はもとより厚別区全体の活性化に寄与する

求められる役割

〇商業･業務機能を中心に集積することによる拠点･にぎわい機能の創出
〇公共交通機関近接地に整備されることが望ましい交流機能や住居機能の集積などに
　よるコミュニティや利便性の向上

〇商業機能を中心とした多様な機能集積を目指す

Ⅰ街区

期待される効果

● まちの活性化･にぎわいを図ることによる魅力の向上
● 市内外からの来訪者の増加による交流人口の増加
● エリア内の開発可能な暫定利用地や既存施設への波及効果
● 拠点としての機能集積･大型施設需要への対応
● 近隣市区の生活拠点としての機能集積
● 居住人口の増加
● 地域コミュニティへの寄与　など

商業を中心とし、多様な機能が複合する新規開発を誘導する

地域との交流や周辺市区町村との連携を促進し、豊かな都市文化を創造するエリア

南エリア

コンセプト

〇文化･教育の地域特性を損なうことなく、さらなるイメージアップに寄与する
〇文化･教育の地域特性並びに拠点としての役割を意識した機能集積を進める

求められる役割

〇文化･教育機能を中心に集積することによる都市文化の向上
〇住居･商業などを複合化することによる拠点機能の強化･高度利用の促進
〇文化･教育施設を活用し、交流を促進することによるコミュニティ機能の向上

〇文化･教育機能を中心とした多様な機能集積を目指す

Ｇ街区

期待される効果

● 文化･教育イメージの強化による魅力の向上
● 市内外からの来訪者の増加による交流人口の増加
● 地域コミュニティへの寄与
● 周辺居住環境の魅力の向上
● 居住人口の増加　など

新
し
い
魅
力
の
創
出

既
存
の
魅
力
の
向
上

地域内外における「新さっぽろ」の魅力再生
持続発展可能なまちづくりの推進

タ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

へ
の
展
開

文化･教育を中心とした多様な機能の複合による交流促進により、区のコミュニティ
機能の向上を図る



Ｉ街区Ｉ街区

Ｇ街区Ｇ街区
市営住宅市営住宅

2階レベルの歩行者
ネットワーク

2階レベルの歩行者
ネットワークの強化

地上レベルの歩行者
ネットワーク

地上レベルの歩行者
ネットワークの強化

地下鉄駅コンコースとの
歩行者ネットワーク

地下鉄駅コンコースとの
歩行者ネットワーク強化

地下鉄出入口

地下鉄コンコース
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